
主日の祈り  

すべての力
ちから
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み
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。あなたの光
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よ
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き
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たちを闇
やみ

から呼
よ

び出
だ

し、

御
み

子
こ

イエス・キリストの誕
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生
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える力
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あた

えてください。

あなたと聖
せい

霊
れい

とともにただ独
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りの神
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遠
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配
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主の降誕 （２０２１年１２月２６日） 
※礼拝中に起立の部分がありますが、お体の悪い方はご無理をなさらず、着席のままで結構です。 
前  奏 

讃 美 歌      “マリヤのかいなに” ―39― （1、2節） 

懺  悔        式文１ページ 

詩編交読        詩編 96編    

 新
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え。 
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に向
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主
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む
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うた
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    日
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救
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いの良
よ
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国
くに

々
ぐに

に主
しゅ
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光
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    諸
しょ

国
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にその驚
おどろ
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業
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大
おお

いなる主
しゅ

、大
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いに賛
さん

美
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される主
しゅ
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    神
かみ

々
がみ

を超
こ
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もっと

も畏
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るべき方
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諸
しょ

国
こく

の民
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よ、こぞって主
しゅ

に帰
き

せよ。栄
えい

光
こう

と力
ちから

を主
しゅ
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き

せよ。 

    御
み
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光
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え物
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を携
たずさ

えて神
かみ

の庭
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に入
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   全
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前
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よ、喜
よろこ

び祝
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え、地
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よろこ
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   海
うみ

とそこに満
み

ちるものよ、とどろけ。 

主
しゅ

は来
こ

られる、地
ち

を裁
さば

くために来
こ

られる。 

   主
しゅ

は世
せ

界
かい

を正
ただ

しく裁
さば

き、真
しん

実
じつ

をもって諸
しょ

国
こく

の民
たみ

を裁
さば

かれる。 

グロリア・パトリ            式文３ページ  

キ リ エ                 式文４ページ 

グロリア・イン・エクセルシス    式文６ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖書朗読     ルカによる福音書 2：25～35         （新約 103頁） 

信仰告白     使徒信条 式文１１ページ  

説  教       『シメオンの賛歌』              李正雨師 

献金 ・奉献唱    式文１３ページ 

教会の祈り                            石森正美兄 

聖餐の序詞      式文２２ページ  

陪   餐   （※いずれの教会においても、父と子と聖霊のみ名によって洗礼を受けられ

た方は聖餐の恵みに与ることが出来ます。洗礼がまだの方でも祝福に与る

ことが出来ます。案内に従って、どうぞ前へとお進みください。） 

陪餐の感謝       式文３０ページ  

祝  福 

讃 美 歌        “天なる神には” ―27―（1、3節） 

後  奏 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本ルーテル教団 飯能ルーテル教会 
教職 李正雨牧師 

〒357-0033 埼玉県飯能市八幡町 20-9 

電話/Fax 042-972-5774 

教会メール（役員会へ） nrkhanno1517@gmail.com 

Facebook www.facebook.com/飯能ルーテル教会 

HP https//kirakira2020.jp/ 牧師メール  ljwman94@gmail.com 

 

「主よ、今こそあなたは、お言葉どおりこの僕を安らかに去らせてく

ださいます。わたしはこの目であなたの救いを見たからです。これは

万民のために整えてくださった救いで、異邦人を照らす掲示の光、あ

なたの民イスラエルの誉れです。」   （ルカ 2：29～32） 

 


